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人
脈
も
金
脈
も
場
所
も
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
矢
野
先
生
と
、
私
と
の
関
係
は
あ
る
時
知
人
か
ら
「
矢
野
彈

先
生
を
紹
介
」
し
て
い
た
だ
き
、
早
速
会
い
に
行
き
私
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
黙
っ
て
私
の
話
を
聞
い
て

い
た
矢
野
先
生
は
「
判
り
ま
し
た
、
水
は
命
の
根
源
で
す
、
ぜ
ひ
若
い
人
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
、
と
即
答
さ

れ
「
有
楽
町
に
成
城
大
学
の
校
友
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
、
こ
の
場
所
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
と
。（
後
か
ら

分
か
っ
た
こ
と
は
、
実
は
無
償
で
は
な
く
、
会
場
代
は
す
べ
て
矢
野
先
生
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
し
た
）。

・
志
水
塾
の
立
ち
上
げ

　

そ
れ
か
ら
私
は
「
志
水
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
毎
月
、
水
に
関
心
の
あ
る
社
会
人
や
大
学
生
約
20
～
30
名
近

く
が
集
ま
り
、
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。
冒
頭
に
は
必
ず
矢
野
彈
先
生
の
講
義
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
直
面
す

る
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
対
し
て
の
考
え
方
、
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

な
ど
簡
潔
で
力
強
い
薫
陶
で
し
た
。

・
矢
野
彈
語
録

　

私
が
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
こ
と
は
①
言
葉
は
力
な
り
、
言
葉
は
生
命
な
り
、
言
葉
は
未
来
な
り
、
さ
ら
に

②
20
世
紀
は
力
と
成
長
の
時
代
だ
っ
た
が
、
21
世
紀
は
心
と
感
性
の
時
代
で
あ
り
、
常
に
心
と
感
性
を
磨
け
、

③
困
難
な
事
象
に
直
面
し
た
時
は
、
一
度
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
原
理
原
則
に
戻
り
、
さ
ら
に
先
人
の
知
恵
で

あ
る
歴
史
に
学
べ
と
、
④
最
後
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
は
、
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
、
面

か
ら
球
面
へ
と
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
考
え
方
の
分
母
に
地
球
を
必
ず
入
れ
な
さ
い
。
つ
ま
り
全
地
球
的

な
考
え
方
の
薫
陶
で
し
た
。

　

矢
野
先
生
の
言
葉
は
、
今
で
も
多
く
の
志
水
塾
の
塾
生
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
お
り
、
薫
陶
を
受

け
た
若
者
は
現
在
、
海
外
赴
任
者
を
含
め
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ト
誌
創
刊
60
周
年
記
念
講
演
会
が
都
内
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
（
２
０
２
４
年
９
月
16
日
、
参

加
者
は
会
場
約
３
０
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
約
２
５
０
名
）
招
待
さ
れ
た
講
師
の
一
人
と
し
て
当
日
の
講

演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
矢
野
彈
先
生
と
私

　

最
初
に
長
年
、
潮
流
社
の
社
長
・
会
長
と
し
て
カ
レ
ン
ト
誌
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
矢
野
彈
先
生
を
紹
介
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
（
２
０
０
１
年
９
月
11
日
）
の
後
、
３
年
間
勤
務
し

た
国
連
N
Y
本
部
・
経
済
社
会
局
を
辞
し
て
日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

　

私
に
は
国
連
本
部
勤
務
と
長
年
、
民
間
企
業
で
学
ん
だ
、「
水
資
源
に
関
す
る
技
術
・
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
者
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
し
た
が
、
帰
国
後
は
当
然
、
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来
年
２
０
２
５
年
に
は
１
７
５
Ｚ
Ｂ
（
前
年
比
約
１
・
４
倍
）
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
た
り
聞
い
た
り
、
検
索
し
て
い
る
陰
で
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
D
C
と

称
す
）
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

・
世
界
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
D
C
）
の
数
は

　

D
C
数
は
２
０
２
４
年
３
月
時
点
で
世
界
中
に
１
万
２
千
箇
所
、
米
国
に
は
約
半
分
の
５
，４
０
０
箇
所
，

欧
州
が
合
計
で
２
，１
０
０
箇
所
、
日
本
は
２
２
０
箇
所
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
数
は
毎
月
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
」
や
「
生
成
A
I
」
で
知
り
た
い
事
項
を
検
索
す
る
と
世
界
中
の
D
C
に
ナ

ノ
秒
で
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
な
情
報
を
集
め
、
皆
さ
ん
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
項
目
ご
と
に
回
答
が
出
て
く
る
わ

け
で
す
。
で
は
そ
の
時
電
力
は
ど
の
位
使
用
さ
れ
る
の
か
、「
テ
キ
ス
ト
検
索
」
で
は
「
約
47
ワ
ッ
ト
」、
と
こ
ろ

が
「
生
成
A
I
で
画
像
付
き
検
索
」
だ
と
、
そ
の
約
21
倍
の
「
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
の
電
力
が
消
費
さ
れ
ま
す
。

・
世
界
の
D
C
の
電
力
消
費
量
・
・
・
１
０
０
０
テ
ラ
ワ
ッ
ト
（
T
W
）

　

D
C
へ
の
給
電
量
は
、
中
型
D
C
で
は
10
M
W
（
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）、
大
型
D
C
で
は
１
０
０
M
W
（
原
子
力

発
電
所
１
基
分
）
に
も
な
り
ま
す
。
現
在
の
電
力
消
費
量
は
世
界
で
１
０
０
０
T
W
（
テ
ラ
ワ
ッ
ト
）
と
い

わ
れ
、
こ
れ
は
日
本
が
１
年
間
で
使
う
電
力
消
費
量
と
同
じ
で
す
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
I
E
A
）
は
、

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
で
D
C
向
け
電
力
消
費
量
は
少
な
く
と
も
10
倍
以
上
に
な
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

・
半
導
体
デ
バ
イ
ス
は
冷
や
さ
な
い
と
暴
走
す
る

　

半
導
体
は
、
実
は
発
熱
体
で
す
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も
長
時
間
使
う
と
熱
く
な
り
ま
す
。
暴
走

さ
せ
な
い
た
め
に
デ
バ
イ
ス
を
冷
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
空
気
で
冷
や
す
、
つ
ま
り
空
冷
で
し

　

私
も
矢
野
先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
て
以
来
カ
レ
ン
ト
誌
に
８
年
間
寄
稿
し
て
お
り
、
間
も
な

く
１
０
０
回
目
を
迎
え
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
、
歴
史
を
学
べ
、
地
球
を
分
母
に
」
矢
野

先
生
の
教
え
を
座
右
の
銘
と
し
て
今
も
、
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
（
２
０
２

３
年
３
月
）
は
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
２
０
２
３
水
会
議
」
に
参

加
発
言
し
、
10
月
に
は
台
湾
高
雄
市
で
開
催
さ
れ
た
「IW

A
-A
spire

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区

水
会
議
」
に
出
席
、
さ
ら
に
本
年
２
０
２
４
年
５
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
開
催
さ

れ
た
「
第
10
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出
席
な
ど
で
す
。

　

矢
野
彈
先
生
（
令
和
４
年
３
月
19
日
逝
去
）　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

２
．
生
成
A
I
（
人
工
知
能
）
は
電
気
と
水
で
支
え
ら
れ
て
い
る

　

最
初
に
皆
さ
ん
へ
の
質
問
で
す
が
、
今
、
こ
の
空
間
に
ど
の
く
ら
い
の
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
る
の
か
、

ご
存
じ
で
す
か
？

・
世
界
の
情
報
量
は
１
２
５
ゼ
ッ
タ
バ
イ
ト

　

判
り
や
す
い
例
で
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
見
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
量
で
す
。
世
界
人
口
80
億
人

の
内
、
約
52
億
人
が
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
で
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
試
算
で
は
２
０
２
４
年
の
世
界
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
量
は
１
２
５
Z
B
（
ゼ
ッ
タ
バ
イ
ト
）
で
す
。

　

メ
ガ
バ
イ
ト
（
M
B
）、
ギ
ガ
バ
イ
ト
（
G
B
）、
テ
ラ
バ
イ
ト
（
T
B
）
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ゼ
ッ
タ
バ
イ
ト
（
Z
B
）
と
は
10
の
21
乗
の
情
報
量
で
す
。
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た
が
、
こ
れ
か
ら
は
冷
却
効
率
の
高
い
水
を
使
っ
た
水
冷
方
式
の
採
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

米
国
で
は
中
規
模
D
C
は
、
１
日
当
た
り
１
，１
３
５
ト
ン
の
水
を
冷
却
塔
で
蒸
発
さ
せ
冷

却
し
て
い
ま
す
。
米
国
の
D
C
数
は
約
５
，４
０
０
箇
所
、
単
純
計
算
で
は
６
１
３
万
ト
ン

／
日
の
水
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
水
道
使
用
量
は
、
１
日
当
た
り
平
均
で
４

５
０
万
ト
ン
で
す
か
ら
、
米
国
で
は
１
日
当
た
り
東
京
都
水
道
局
の
給
水
量
以
上
の
水
道

水
が
蒸
発
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
水
冷
化
の
た
め
革
新
的
な

冷
却
技
術
の
開
発
や
排
出
さ
れ
る
温
水
（
25
～
40
℃
）
に
よ
る
地
域
貢
献
策
と
し
て
魚
の

養
殖
や
植
物
工
場
を
作
り
、
地
元
で
新
産
業
や
雇
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

３
．
世
界
で
戦
え
る
人
材
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
情
報
収
集
能
力
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。
情
報
収
集
と
い
う
と
、

す
ぐ
ネ
ッ
ト
検
索
を
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
発
見
し
た
情
報
は
す
で
に
世
界
中
の
１
０
０
万
人
が

見
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
事
な
情
報
はface to face

で
生
き
た
情
報
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。
早

く
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
能
力
が
、
自
分
の
才
能
と
思
っ
て
は
ダ
メ
で
す
。
情
報
収
集
は
最
初
の
扉
で
、
最
終
目

標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
た
情
報
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
と
自
分
の
多
角
的
な
能
力
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

・
人
と
組
織
を
動
か
す
に
は

　

素
晴
ら
し
い
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
出
し
た
ら
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
人
を
感
動
さ
せ
組
織
を
動
か

さ
な
い
と
だ
め
で
す
。
で
は
、
組
織
に
向
か
い
、
あ
な
た
が
素
晴
ら
し
い
提
案
を
し
た
ら
、
皆
が
賛
成
し
て

く
れ
る
か
？　

ま
ず
は
あ
り
え
な
い
の
で
す
。

　

組
織
は
２
・
６
・
２
の
集
団
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
上
位
２
割
は
、
仕
事
や
学
習
に
情
熱
を
燃
や
し
変

革
を
求
め
て
行
動
し
成
果
を
あ
げ
る
集
団
で
す
。
中
間
の
６
割
の
人
は
決
ま
っ
た
仕
事
が
好
き
で
、
変
化
を

好
ま
な
い
集
団
で
す
。
ま
た
同
時
に
リ
ー
ダ
ー
次
第
で
揺
れ
動
く
集
団
な
の
で
す
。
下
位
の
２
割
は
す
べ
て

に
問
題
意
識
が
な
く
、
常
に
ボ
ー
と
し
て
い
る
集
団
で
す
。
彼
ら
に
、
仕
事
を
さ
せ
る
と
会
社
に
損
失
を
与

え
、
組
織
の
足
を
引
っ
張
る
集
団
で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
が
、
何
か
を
提
案
す
る
と
き
に
、
こ
の
人
は

２
・
６
・
２
の
集
団
の
ど
こ
に
属
し
て
い
る
か
を
良
く
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
あ
な
た
に
重
要

な
話
が
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
が
上
位
の
２
割
で
は
な
く
、
中
間
の
６
割
か
下
位
の
２
割
と
評
価

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
を
感
動
さ
せ
、
動
か
す
プ
レ
ゼ
ン
方
法

　

さ
い
ご
に
、
人
と
組
織
を
感
動
さ
せ
、
動
か
す
プ
レ
ゼ
ン
の
方
法
で
す
。
人
と
組
織
は
文
章
で
は
な
か
な
か

動
き
ま
せ
ん
、
言
葉
で
動
き
ま
す
。
人
へ
の
説
得
は
、
固
有
名
詞
、
数
値
、
そ
れ
を
支
え
る
歴
史
や
エ
ビ
デ
ン

ス
を
出
来
れ
ば
３
分
以
内
に
短
時
間
で
語
る
こ
と
で
す
。
ま
た
身
振
り
手
振
り
も
重
要
で
す
。
欧
米
の
経
営
者

の
プ
レ
ゼ
ン
方
法
を
良
く
見
て
く
だ
さ
い
。
日
本
人
の
よ
う
に
演
台
に
張
り
付
い
て
原
稿
を
棒
読
み
、
こ
れ
で

は
感
動
も
無
く
、
人
も
動
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
原
稿
無
し
で
、
ス
テ
ー
ジ
上
を
歩
き
回
り
、
両
手
は
必
ず
肩
幅

よ
り
外
に
出
し
、
大
き
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
語
り
か
け
ま
す
。
大
き
な
会
場
で
は
、
彼
ら
の
視
線
は
、
会
場
の

奥
か
ら
Z
字
に
動
い
て
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
聴
衆
に
と
り
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
が
、
あ
た
か
も
「
私
を
見
て
話

し
て
い
る
」
と
、
理
解
と
誤
解
を
す
る
わ
け
で
す
。
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
皆
さ
ん
は
、
今
か
ら
人
を
感
動

さ
せ
、
動
か
す
プ
レ
ゼ
ン
方
式
を
体
得
し
て
く
だ
さ
い
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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